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課題早期発見フォローアップ事業費《新規》
【事業目的】

民間支援団体（NPO等）と連携し、高校に居場所※を設けることにより、課題を抱える生徒を早期発見する。学校が必要とする外部人材（社会福祉士等）を活用し、関係機関（福祉事務所等）につなぐ。
※学校生活で孤立するなど、課題を抱える生徒が気軽に訪れ、外部の人と話をすることができるNPO等が運営する場所。
【平成2９年度当初予算額】　１７，０５７千円
【事業内容】

・高校内の居場所に民間支援団体（NPO等）を配置することで、支援が必要になりそうな生徒を早期発見し、登校の動機づけを行う。
・学校の特色に応じて学校外の関係機関を活用し、これらの生徒のフォローアップを行う。
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主要事業　４





拠点校の


特色を生かした


居場所づくり











担当教員


学校組織





　校内支援体制











報告・連携





成果指標


・不登校生徒数の減少　


・学校満足度の上昇　


（学校教育自己診断等）





※フォローアップ内容や外部支援機関との連携・協力の内容に応じて必要な人材をNPOから派遣





必要な外部人材をNPOから派遣
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拠点校におけるフォローアップ例



























































府立Ｄ校


学校に適応することが


必要な生徒


↓


登校インセンティブを


テーマに居場所づくり


（音楽やカフェ）











府立Ｂ校


学校外での困難を抱えている生徒


↓


自尊感情を高める居場所づくり（支援員配置）





府立Ｃ校


学業不振で困難を抱える


生徒


↓


学習支援をテーマに居場所づくり（元教員を配置）























府立Ａ校


進路に課題を抱える


生徒


↓


進路をテーマに居場所づくり（進路相談員を配置）





◆　拠点校におけるフォローアップ





◆　各高等学校で特色に応じた生徒の居場所づくり





各学校内における居場所例









